
昨
年
四
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が

改
定
さ
れ
、
一
年

半
余
り
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
改
訂
で
は
保
険
料
が
大
き
く
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
低
所
得
者
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
軽
減
策
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
税
の
増
税
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
受
け
て
い

た
軽
減
策
か
ら
は
み
だ
し
て
し
ま
い
、
二
重
三

重
の
負
担
増
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現

状
で
は
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
、

「
い
く
ら
払
え
る
か
」
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
ば
ざ

る
を
え
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

か
き
た
議
員
は
、
負
担
軽
減
策
を
拡
充
し
、
安

心
し
て
介
護
保
険
を
利
用
で
き
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

介
護
保
険
・
医
療
制
度
・
中
小
企
業
・
少
人
数
学
級
な
ど

市
民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
日
本
共
産
党
が
提
案

九
月
三
日
開
会
さ
れ
た
市
議
会
は
、
平
成
十
八

年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
認
定
議
案
十

三
件
を
継
続
審
査
と
し
、
川
越
市
立
川
越
高
等
学

校
授
業
料
等
徴
収
条
例
改
正
、
仮
称
新
清
掃
セ
ン

タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
等
新
築
工
事
請
負
契
約
、

平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
な
ど
二
十
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
仙
波
学
童
保
育
室
の
補
強
に

加
え
、
五
八
㎡
の
増
築
工
事
を
（
一
千
七
百
万
円
）

計
上
。
同
保
育
室
は
九
八
名
に
対
し
施
設
が
狭
く
、

保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
市
長
交
渉
す
る
な
ど
要
望

運
動
が
実
り
ま
し
た
。

市
民
の
身
近
な
市
道
の
維
持
補
修
は
、
今
回
三

千
万
円
と
少
な
く
、
千
件
近
く
に
の
ぼ
る
要
望
に

充
分
対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
党
議

員
団
は
増
額
を
要
望
し
ま
し
た
。

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
併
設
し
て
建
設
予
定
の
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
棟
新
築
工
事
請
負
議
案
が
可
決
。

落
札
し
た
の
は
神
鋼
な
ど
五
社
で
構
成
さ
れ
る

特
別
共
同
企
業
体
で
、
契
約
金
額
は
約
二
十
七
億

円
。
地
上
五
階
、
地
下
一
階
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

市
立
高
校
の
授
業
料
改
正
条
例
で
は
、
川
口
と

も
こ
議
員
が
反
対
討
論
に
立
ち
「
授
業
料
の
ほ
か

に
も
様
々
な
出
費
が
あ
り
、
加
え
て
新
た
な
負
担

増
は
家
計
を
苦
し
め
る
。
値
上
げ
は
学
校
の
予
算

を
充
実
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
県
に
習
っ
て
値

上
げ
を
す
る
必
要
も
な
い
と
主
張
し
ま
し
た
。

「
悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を

求
め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願
」
は
全
会
一
致
で
採
択
し
、
意
見
書
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
へ

―
九
月
市
議
会
の
経
過
―

一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容
は
？

平
成
十
六
年
度

か
ら
県
と
市
は
小

一
、
小
二
、
中
一

で
少
人
数
学
級
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
佐
藤
議
員
は
、
小
学

校
六
年
生
は
学
習
面
で
中
学
校
へ
の
進
学
に

向
け
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
、
思
春

期
を
迎
え
る
子
ど
も
の
人
間
関
係
が
複
雑
化

す
る
時
期
で
あ
り
き
め
こ
ま
か
な
指
導
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
父
母
や
教
師
、
教
育

関
係
者
の
声
に
こ
た
え
、
来
年
度
か
ら
実
施

す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。
舟
橋
市
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

予
算
編
成
の
際
、
充
分
検
討
し
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

本
山
議
員
は
中

小
企
業
の
支
援
の

た
め
、
全
事
業
所

の
実
態
調
査
と
中

小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し

た
。
市
産
業
観
光
部
長
は
「
次
回
調
査
で
全

事
業
所
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
う
。

川
越
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
答

弁
。
本
山
議
員
は
、
産
業
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
は

指
針
に
す
ぎ
ず
、
条
例
化
す
る
こ
と
で
市
の

考
え
を
内
外
に
示
す
う
え
で
、
よ
り
強
い
機

能
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
述
べ
、
同
振
興
基

本
条
例
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

来
年
四
月
か
ら
、

七
五
歳
以
上
の
高

齢
者
を
現
在
の
国

保
や
組
合
健
保
な

ど
か
ら
脱
退
さ
せ
、
後
期
高
齢
者
だ
け
を
被

保
険
者
と
す
る
新
し
い
医
療
制
度
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
医
療
の
抑
制
や
高
齢
者
の
生
活
を

脅
か
す
問
題
が
あ
り
ま
す
。

川
口
議
員
は
、
市
内
の
後
期
高
齢
者
は
約

二
万
五
千
人
、
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
減
免
制
度
は
必
要
で
、
資
格
証
も
発
行
す

る
べ
き
で
は
な
い
。
広
域
連
合
議
会
な
ど
へ

申
し
入
れ
を
行
う
よ
う
要
求
。
市
長
は
、
市

と
し
て
は
適
正
に
配
慮
し
て
も
ら
う
よ
う
に

広
域
連
合
に
働
き
か
け
る
と
答
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
四
名
の
議
員
は
、
市
民
の
切
実
な
要
求
を
掲
げ
、
介
護
保
険
、
医
療
、
中
小
企

業
、
教
育
な
ど
の
分
野
や
、
地
域
の
身
近
な
問
題
を
と
り
あ
げ
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

増
税
で
負
担
の
増
え
た
介
護
保
険
に
軽
減
策
を

高
齢
者
の
生
活
を
お
び
や
か
す
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
を

かきた有一議員川口ともこ議員本山修一議員佐藤けいし議員

小
学
校
六
年
生
を
少
人
数
学
級
に

授
業
料
は
値
上
げ
す
る
べ
き
で
は
な
い

日
本
共
産
党
は
反
対

悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害

防
止
の
た
め
に
、
抜
本
的
な
対
策
を

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
棟
新
築
工
事
請
負
契
約


